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はじめに
植民地期のインドに生きたベンガルの詩人ラビンドラナート・タゴール 1) (Rabindranath 
Tagore 1861–1941)と明治日本の美術批評家岡倉覚三（天心、1863–1913）は、20世紀初頭
に同世代の知識人同士として出会った。タゴールは 1861年 5月 7日生まれ、岡倉は文久 2


































































岡倉は 1901年 12月 7日に門司港から出航し、英領インドを訪れた。年明けの 1902年 1




ェーカーナンダ (Swami Vivekanada 1863–1902)に会うことであった。カルカッタ到着後、
早速郊外のハウラーにあるラーマクリシュナ・ミッションのベルール僧院でヴィヴェーカー








して活動したスレンドラナート (Surendranath Tagore 1872–1940)であった。彼は岡倉とイン
ド国内の旅行を共にし、岡倉が帰国後に横山大観と菱田春草をベンガルに派遣した折にも、
彼らの世話を引き受けた。ラビンドラナートの従兄の子で、ベンガル・ルネサンスで活躍し








































“On Oriental Culture and Japan’s Mission”（「東洋文化と日本の使命」）で、弱肉強食の国際
情勢によって弱者にもたらされた災厄を「政治的嵐」(political storms) 4)と表現した。それ






























自分たちの国をもっとよく知り、民族の心 (the national mind of the people)に隠された文化























































が自身の没落にあらがう意図の下におこなう西洋の知識の探求 (The search for foreign 
knowledge)は、われわれの精神を、外国の誤った観点からものを見るように訓練する
























































































彼らの商品に屈服した、彼らのいわゆる文化にうち負かされないはずがあろうか (why not 

























































ら 1年半とたたない 1904年 2月 10日、日露戦争勃発の日に岡倉はアメリカに向けて出発





We were however said from the  of the continental neighbor. In India nationalism 
ended in Spattering     In China Spiritual ended.  In Japan we created a religion of 
nationalism [Different Difﬁculty of breaking through the Asiatic Maya] 31)
『日本の覚醒』は幕末から明治にかけて日本が国民国家樹立を果たした軌跡を、「アジアの
夜」(The night of Asia)から「覚醒」したという比喩によって語る書である。この本を書くに
あたって岡倉が上のようなメモ書きを残していることは興味深い。文字も意味内容も不明瞭
な部分があるが、上の引用ではインドや中国がそれぞれの困難を抱えるなか、日本では「ナ
ショナリズムという宗教を創造」する道を進んだ (“we created a religion of nationalism”)と述
べられている。岡倉が、アジアのなかで日本だけがナショナリズム形成に「成功」したと称














































































































































































世界のあらゆる人民に通用する唯一つの普遍的宗教 (the one universal religion for all nations 
of the world)であると持ちあげているのである」55)と描写し、個々人の内面を支配する「ナ
ショナリズム」の特徴を、「『国民』の自己崇拝教 (the cult of the self-worship of the Nation)」56)、








































































モポリタニズム」もまた「人間の歴史のめざす目標」ではない (“Neither colourless vague-































































































































ボストン美術館に勤務する岡倉と再会した 1913年 2月 4日は、岡倉の死の 7ヶ月前であっ
た。タゴールはこの時、岡倉から中国への関心を喚起される。岡倉の案内により二人で中国
を訪れる約束をするが、同年 9月 2日に岡倉は他界し、約束は果たされなかった。その 2
ヶ月後、タゴールはノーベル文学賞受賞の知らせを受けることとなる。世界的な名声を得た
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